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横浜市立南戸塚小学校 

学校生活のすごし方 

～学校のきまり～ 
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要保存 

南戸塚
みなみとつか

小
しょう

学校
がっこう

 学校
がっこう

生活
せいかつ

のすごしかた（学校
がっこう

のきまり） 

みなさんが安全
あんぜん

に気持
き も

ちよくすごすために、守
まも

ってもらいたいことがあります。このプリントを読
よ

んで、自分
じぶん

の学校
がっこう

生活
せいかつ

の

すごしかたを考
かんが

えてみましょう。集団
しゅうだん

生活
せいかつ

の「ルール」を大切
たいせつ

にしましょう。 

《学校
がっこう

とはどのような場所
ばしょ

なのか？》 

たくさんの児童
じどう

が生活
せいかつ

しているところ。その生活
せいかつ

の中心
ちゅうしん

は学習
がくしゅう

です。 

《よりよい場所
ばしょ

となるために》 

そこで過
す

ごすたくさんの児童
じどう

が、お互
たが

いに気
き

持
も

ちよく生活
せいかつ

し、大切
たいせつ

な学習
がくしゅう

に集 中
しゅうちゅう

できる。 

そんな場所
ばしょ

（集団
しゅうだん

）であるためには・・・。 

◇安全
あんぜん

に・健康
けんこう

に生活
せいかつ

しましょう。 

◇社会
しゃかい

のルールを守
まも

りましょう。（法律
ほうりつ

やあたりまえの慣習
かんしゅう

など） 

◇社会的
しゃかいてき

なマナー・エチケットを守
まも

りましょう。 

◇学習
がくしゅう

や作業
さぎょう

、活動
かつどう

に支障
ししょう

が出
で

ないように生活
せいかつ

しましょう。 

などのポイントを一人
ひとり

ひとりが尊重
そんちょう

していく必
ひつ

要
よう

があります。学校
がっこう

は大勢
おおぜい

の児童
じどう

が生活
せいかつ

する場所
ばしょ

です。そこで過
す

ごすみんな

が気
き

持
も

ちよく生活
せいかつ

するには、「何
なに

をしてもよい」ということではなく、最低限
さいていげん

のルールが必
ひつ

要
よう

になります。 

 みなさんには、社会
しゃかい

に出
で

たときに身
み

につけておいてほしい「社会
しゃかい

のルールやマナー」を大切
たいせつ

にし、よりよい学校
がっこう

生活
せいかつ

をおくって

ほしいと思
おも

います。この「よりよい」は「誰
だれ

にとっても、安心
あんしん

して生活
せいかつ

できる」というものでなくてはいけません。みんなで一緒
いっしょ

に考
かんが

え、身
み

につけることができるように、お互
たが

い声
こえ

をかけ合
あ

いながら生活
せいかつ

していきましょう。 

１ 登
とう

下校
げこう

 

（１）登校
とうこう

時刻
じこく

･･･８時
じ

０５分
ふん

～８時
じ

２０分
ぷん

までに教室
きょうしつ

に入
はい

るようにしましょう 

（２）決
き

められた通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

りましょう。（※通学
つうがく

路
ろ

は、家の人と安全を確認した道で、児童家庭調査票に記載されている

道です。） 

～保護者の皆様へ～ 

※登下校中に事故やけががあった場合、「日本スポーツ振興センター」の保険が適応されます。 

（３）なるべく友
とも

達
だち

といっしょに登
とう

下校
げこう

しましょう。 

（４）登校後
とうこうご

は、許可
きょか

なく学校外
がっこうがい

へ出
で

てはいけません。忘
わす

れ物
もの

をしても、途中
とちゅう

で取
と

りに帰
かえ

ってはいけません。 
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（５）登校
とうこう

時
じ

に遊具
ゆうぐ

では、遊
あそ

んではいけません。 

（６）遅刻
ちこく

や早退
そうたい

をするときは、家
いえ

の人
ひと

といっしょに教室
きょうしつ

までいったり、家
いえ

の人
ひと

にむかえにきてもらったりして登
とう

下校
げこう

しま

しょう。 

（７）遊
あそ

びに行
い

くときには、一度
いちど

家
いえ

に帰
かえ

ってから行
い

きましょう。 

（８）原則
げんそく

、学校
がっこう

に忘
わす

れ物
もの

をしても取
と

りに来
き

てはいけません。 

（９）欠席
けっせき

するときは連絡帳
れんらくちょう

で知
し

らせましょう。届
とど

けてほしい友達
ともだち

の学年
がくねん

や組
くみ

を連絡帳
れんらくちょう

に貼
は

っておきましょう。 

２ 服装
ふくそう

・身
み

だしなみ 

（１）校
こう

章
しょう

のついた黄色
きいろ

い通学
つうがく

帽子
ぼうし

をかぶって登
とう

下校
げこう

しましょう。 

（２）上
うわ

ばき・外
そと

ばきの区別
くべつ

をしましょう。 

   上
うわ

ばきには学年
がくねん

・クラス・名前
なまえ

をしっかり書
か

き、かかとを踏
ふ

まずに、正
ただ

しくはきましょう。上
うわ

ばきは金曜日
きんようび

に持
も

ち帰
かえ

り、

洗
あら

って月曜日
げつようび

に持
も

ってきます。置
お

きっぱなしにしないようにしましょう。靴箱
くつばこ

には、上
うわ

ばきは上
うえ

の段
だん

に、外
そと

ばきは下
した

の

段
だん

に入
い

れましょう。 

※上
うわ

ばきを忘れた
わす

ときは、学校
がっこう

の上
うわ

ばきを借
か

りてはき、必ず
かなら

洗って
あら

から返しましょう
かえ

。 

（３）１年生
ねんせい

は７月
がつ

まで校内
こうない

で名札
なふだ

をつけましょう。 

（４）校舎内
こうしゃない

では、手袋
てぶくろ

・マフラーなどは身
み

につけません。 

（５）アクセサリー類は身
み

につけないようにしましょう。 

３ 校内
こうない

生活
せいかつ

 

（１）ろうか、階段
かいだん

は右側
みぎがわ

を静
しず

かに歩
ある

きましょう。 

（２）教室
きょうしつ

から移動
いどう

するときは、２列
れつ

に並
なら

んで移動
いどう

しましょう。 

（３）特別
とくべつ

教室
きょうしつ

、体育館
たいいくかん

、空
あ

き教室
きょうしつ

は先生
せんせい

といっしょに使
つか

いましょう。 

（４） 保健室
ほけんしつ

へ行
い

くときは、担任
たんにん

の先生
せんせい

の許可
きょか

を得
え

ていくようにしましょう。掃除中
そうじちゅう

や休
やす

み時間
じかん

などは、緊急
きんきゅう

時
じ

以外
いがい

行
い

か

ないようにしましょう。 

（５）自分
じぶん

の教室
きょうしつ

以外
いがい

の教室
きょうしつ

に入
はい

るときは、必
かなら

ず先生
せんせい

の許可
きょか

をもらって入
はい

りましょう。 

（６）Ａ棟
とう

とＢ棟
とう

の行
い

き来
き

は、２階
かい

・３階
かい

の渡
わた

り廊下
ろうか

を通行
つうこう

しましょう。（１階
かい

の渡
わた

り廊下
ろうか

は通行
つうこう

しません） 

（７）基本的
きほんてき

には職員室
しょくいんしつ

の前
まえ

は通
とお

りません。 

（８）中庭
なかにわ

でのボール遊
あそ

びや縄跳
なわと

び、鬼
おに

ごっこ、追
お

いかけっこは危険
きけん

なのでしません。運動場
うんどうじょう

ではサッカーなどボールをけ

ったり、野球
やきゅう

の軟球
なんきゅう

やバット（プラスチックも）を使
つか

ったりする遊
あそ

びは禁止
きんし

です。 



3 

 

（９）中庭
なかにわ

の池
いけ

にものを入
い

れたり、池
いけ

に入
はい

ったりしません。生
い

き物
もの

をとるのもやめましょう。【池
いけ

の周
まわ

りや危険
きけん

な場所
ばしょ

で遊
あそ

び

ません。職員室
しょくいんしつ

・保健室前
ほけんしつまえ

の岩場
いわば

や植え込みも同様
どうよう

です）】 

（１０）雨
あめ

が降
ふ

って地面
じめん

がぬかるんでいるときは、校庭
こうてい

、中庭
なかにわ

で遊
あそ

びません。 

（１１）休
やす

み時間
じかん

に室内
しつない

で過
す

ごすときは、教室
きょうしつ

または図書室
としょしつ

で過
す

ごします。廊下
ろうか

では過
す

ごしません。 

（１２）駐 車 場
ちゅうしゃじょう

、給 食 室
きゅうしょくしつ

やプールの裏
うら

、ネットの裏
うら

など、人
ひと

目
め

につきにくい危険
きけん

な場所
ばしょ

で遊
あそ

びません。                                         

 （１３）体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

では、体育
たいいく

着
ぎ

に着
き

替
が

え、赤
あか

白
しろ

帽子
ぼうし

をかぶって学習
がくしゅう

します。基本的
きほんてき

に体育
たいいく

着
ぎ

や赤
あか

白
しろ

帽子
ぼうし

を忘
わす

れた場合
ばあい

は

見学
けんがく

です。髪
かみ

飾
かざ

りははずし、髪
かみ

の長
なが

い人は、ゴムでまとめます。体育
たいいく

で寒
さむ

いときに防
ぼう

寒
かん

用
よう

として着
ぎ

るのは、フード

やファスナーがついていない動
うご

きやすいものにします。体調
たいちょう

不良
ふりょう

などで見学
けんがく

の場合
ばあい

は、連絡帳
れんらくちょう

で保護者
ほ ご し ゃ

の連絡
れんらく

が必
ひつ

要
よう

です。 

（１４）休
きゅう

けい時間
じかん

は、次
つぎ

の学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をすませてから静
しず

かに休
きゅう

けいします。 

    トイレ・水
みず

飲
の

み・手洗いは休
きゅう

けい時間
じかん

にすませます。 

４ 持
も

ち物
もの

 

  学習
がくしゅう

に使
つか

わないものは、学校
がっこう

に持
も

ってきません。 

（１）授業
じゅぎょう

に関係
かんけい

のない文房具
ぶんぼうぐ

（シャープペンシルなど）は持
も

ってきません。 

 

 

※小学生
しょうがくせい

のうちはしっかりと筆圧
ひつあつ

を加
くわ

えて文字
も じ

を書
か

くことが基本
きほん

です。 

     ※シャープペンシルは、適度
てきど

な筆圧
ひつあつ

を加
くわ

えることが難
むずか

しいです。 

（２）安全のためにランドセルにキーホルダーなどはつけません。 

（３）自分
じぶん

の持
も

ち物
もの

には名前
なまえ

をかきましょう。 

（４）携帯
けいたい

電話
でんわ

は学校
がっこう

には持
も

ってきません。 

５ 放課後
ほ う か ご

の校庭
こうてい

利用
りよう

 

（１）校庭
こうてい

で遊
あそ

んでもよい時間
じかん

は４時
じ

３０分
ぷん

までです。ただし、１１月
がつ

から１月
がつ

は４時
じ

までです。 

（２）自転車
じてんしゃ

は、決められた
き

場所
ばしょ

にきちんと置
お

きましょう。 

（３）バットの使用
しよう

は禁止
きんし

です。 

（４）お菓子
か し

やジュースなどは、持
も

ってきません。 

（５）学校
がっこう

に来
く

るときは、キックボードなどで、来
き

ません。 

 

～筆箱に入っているもの～ 

鉛筆５本、赤鉛筆１本、消しゴム１つ、油性ネームペン１本、定規 
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水筒
すいとう

の使用
し よ う

について 

本校
ほんこう

では、熱中症
ねっちゅうしょう

やウイルス等
とう

の感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

として、必要
ひつよう

に応
おう

じて水分
すいぶん

補給
ほきゅう

ができるよう「学校
がっこう

に水筒
すいとう

を持
も

ってきてもよい」こととします。水筒
すいとう

を持
も

ってくる場合
ばあい

は、以下
い か

の点
てん

について注意
ちゅうい

しながら、安全
あんぜん

・

衛生
えいせい

管理
かんり

等
とう

について各
かく

ご家
か

庭
てい

でも、ご留
りゅう

意
い

くださいますようお願
ねが

いいたします。 

【留意点
りゅういてん

等
とう

】 

① 水筒
すいとう

は毎
まい

日
にち

持
も

ち帰
かえ

り、洗浄
せんじょう

します。（日
ひ

をまたぐものは決
けっ

して飲
の

まない。） 

② 水筒
すいとう

の中身
なかみ

は、水
みず

またはお茶
ちゃ

にします。 

③ 水筒
すいとう

の飲
の

み物
もの

は本人
ほんにん

だけが飲
の

みます。友達
ともだち

と共有
きょうゆう

しません。 

④ 水筒
すいとう

（本体
ほんたい

・ふた等
とう

）には必
かなら

ず名
な

前
まえ

を書
か

きます。 

⑤ 水筒
すいとう

の飲
の

み物
もの

は休
きゅう

憩
けい

時間
じかん

や休
やす

み時
じ

間
かん

に飲
の

みます。給 食
きゅうしょく

時
じ

には飲
の

みません。 

⑥ 水筒
すいとう

の管理
かんり

は各自
かくじ

でしっかり行
おこな

います。 

※横浜市
よこはまし

の学 校
がっこう

では、学 校
がっこう

環 境
かんきょう

衛 生
えいせい

基 準
きじゅん

に基
もと

づき毎
まい

月
つき

薬
やく

剤
ざい

師
し

による水 質
すいしつ

検査
けんさ

を 行
おこな

っ

ており、水 道
すいどう

水
すい

の安 全
あんぜん

が保
たも

たれています。 

 

黄色い
きいろ

帽子
ぼうし

についての確認
かくにん

 

本校
ほんこう

では、黄色い
きいろ

帽子
ぼうし

を被って
かぶ

登
とう

下校
げこう

することとしています。黄色い
きいろ

帽子
ぼうし

には、周囲
しゅうい

につばのあるタイプ（ハッ

ト）と、前
まえ

にだけつばのある野球帽
やきゅうぼう

タイプ（キャップ）の2種類
しゅるい

があります。店
みせ

によっては、「女
おんな

の子用
こよう

」「男
おとこ

の

子用
こよう

」と表示
ひょうじ

されていることもありますが、本校
ほんこう

では、特
とく

に指定
してい

しておりません。男女
だんじょ

とも、どちらのタイプの帽子
ぼうし

でもよいこととなっています。 

多様性
たようせい

を認
みと

め合
あ

う時代
じだい

にあって、「男
おとこ

の子
こ

だから、女
おんな

の子
こ

だから」「男らしく
おとこ

、女らしく
おんな

」という考え方ではな

く、自分らしさを大事にしていきたいと考えます。どうぞ、お子
こ

さん本人
ほんにん

とよく相談
そうだん

して、好み
この

のタイプの黄色い
きいろ

帽子
ぼうし

を選択
せんたく

してください。また、校
こう

章
しょう

を縫
ぬ

い付
つ

けた帽子
ぼうし

を卒業
そつぎょう

まで大切
たいせつ

に使って
つか

ほしいと思います
おも

が、６年
ねん

の間
あいだ

にサイズが合
あ

わなくなったり、違う
ちが

タイプの黄色い
きいろ

帽子
ぼうし

に変えたく
か

なったりすることもあるかもしれません。その時
とき

は、できるだけ対応
たいおう

していただけたらと思います
おも

。 

子ども
こ

の安心
あんしん

と健やか
すこ

な成長
せいちょう

のために、ご協 力
きょうりょく

をよろしくお願い
ねが

いたします。 

 

 ○男
おとこ

の子
こ

、女
おんな

の子
こ

 関係
かんけい

なく 

どちらでも いいですよ。 

○途中
とちゅう

で変
か

えても いいですよ。  


